
様式例１０　指定管理者制度活用事業　評価シート

１．基本事項

川崎国際生田緑地ゴルフ場及びゴルフ場前駐車場 評価対象年度

・事業者名　東急リゾートサービス・石勝エクステリア共同事業体
・代表者名　取締役社長　熊沢　基好（東急）
                取締役社長　細井　俊宏（石勝）
・住所　　　　東京都港区南青山２－５－１７（東急）
　　　　　　　　東京都世田谷区玉川二丁目２－１（石勝）

評価者

　平成３０年４月１日～令和５年３月３１日 所管課

２．事業実績

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

利用実績

・利用者数　１Ｒ 52,609人　ハーフ2,398人　　　　　　　　　　　　（平成30年度　１Ｒ 54,598人　ハーフ 2,328人）
・市民開放　4回開催　来場者計7,800人　　　　　　　　　　  　　 （平成30年度　4回　8,279人）
・年末年始イベント（年越しそば、おもち配布）　来場者445人　（平成30年度　457人）
・職場体験学習　3回（6日間）開催　参加者計3校23名　　　　　（平成30年度　4回（7日間）　4校18名）

指定管理者制度活用事業　評価シート

施設名称 平成３1年度

事業者名 みどりの企画管理課長

指定期間 建設緑政局緑政部みどりの企画管理課

収支実績

収入　　　　　　　　　　<平成31年度>                                                  <平成30年度>                      （税込み）
　利用料等収入　　　　 　825,870千円　（うち自主事業160,498千円 ）    　  　  854,918千円  （〃 169,428千円）
　レストラン売店収入　   　38,192千円                                                 　　40,473千円
　駐車場収入　　　　　　　 　7,737千円                                                  　   7,991千円
　　　計　　　　　　　　　    871,799千円                                              　　　903,382千円

支出　　　　　　　　　　<平成31年度>                                                  <平成30年度>
　　　計　　　　　　　 　   　827,362千円  （うち自主事業98,815千円）   　           842,825千円  （〃109,069千円）

<収支差額>                 44,437千円  （うち自主事業61,683千円）                  60,555千円  （〃60,359千円）

サービス向上の取組

・台風による被害に対し、迅速な復旧作業を行い、プレーの制限を最小限に抑えることが出来た。
・レストランについて、提供メニューの工夫等を継続して行うとともに、利用者の意見にも対応し、毎月メニューの見直
しや季節感を重視したメニューの追加をするなど積極的に商品構成の見直しや新規商品の開発を行った。
・生田緑地サマーミュージアム共同開催を含め、市民開放日を４回実施し、生田緑地との連携や新たなイベントを追
加した。

着眼点
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利用者満足度

1 利用者満足度調査を適切に実施しているか

12 4 9.6

収
支
計
画
・
実
績

効率的・効果
的な支出

3 計画に基づく適正な支出が行われているか

8 4 6.44 支出に見合う効果は得られているか

3 3.6
7 事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

2 調査結果の分析を行い、満足度向上のための具体的な取組に反映
しているか

（評価の理由）
・プレーヤーに対してアンケートを実施し「良」以上の評価は97.6％　（平成30年度　97.8％）と高い割合を維持している。
・アンケート結果やより、利用者ニーズを集計し、キャディの質向上やコース管理における業務改善につなげている。
・市民開放日においても、来場者アンケートを実施し、人気の高い芝すべりやふれあい動物園などのイベントを継続実施するととも
に、キッチンカーを新設するなど飽きのこないようにイベント内容の見直し・充実を行っている。

5 効率的な執行等、経費縮減の具体的な取組は為されたか

適切な金銭管
理・会計手続

6 収入と預かり金等を区別し、適切に管理を行っているか
6

（評価の理由）
・台風及び積雪により、６日間クローズ（平成30年度は5日間）することとなったほか、新型コロナウイルス感染症の影響により、利用
者が減少し、収支が昨年度と比較し減益となったものの、安定して収益を上げている。
・経費の削減を継続的に努めるとともに、必要な項目について支出を行い、業務改善・サービス向上につなげている。



分類 項目 配点 評価段階 評価点

適正な人員配
置

4 4 3.2

連絡・連携体
制

2 4 1.6

再委託管理 2 4 1.6

担当者のスキ
ルアップ

2 3 1.2

安全・安心へ
の取組

4 4 3.2

コンプライアン
ス

2 3 1.2

（評価の理由）
・カート事故防止及び台風被害の影響によるカートう回路設置に伴う安全対策のため、スタッフの追加配置を行っている。
・事故や災害の報告が速やかに行われ、対応について市と連携しながら、迅速な措置を講じている。
・レストランや売店に対する意見や要望を再委託先と共有し、メニューや商品の見直しについて、連携した対応が行われている。
・災害対応マニュアルに基づいた訓練を定期的に実施し、９月及び10月に発生した台風による被害においても、被害状況の把握、
応急措置など、迅速かつ適切な対応を行い、利用者の安全・安心を確保できている。
・行動基準に則したコンプライアンス経営の徹底を図っており、個人情報の利用、保管、廃棄にいたるまで適切に管理されている。

提案事業・自
主事業の実施
状況

業務改善によ
るサービス向
上

14 実施計画と実際のサービス提供に「ずれ」が生じている場合、原因
究明に必要な取組が為されているか

6 5 6

9 サービスの利用促進への具体的な取組が為されているか

10 利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

4

適切なサービ
スの提供

8 提供すべきサービスが仕様書や実施計画等に基づいて適切に提供
されたか

8 5 8

20 定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十分に
図られているか

21 再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行につい
ても適切な監視・確認が為されているか

22 業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修が定期的に行われ、
スタッフのスキルとして浸透しているか

利用者の意
見・要望への
対応

11 利用者ニーズの把握に努め、それを事業や管理に反映させる取組
が為されているか

8

17 施設利用者へのサービス向上につながる提案事業・自主事業を実
施しているか

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

8 4

15 業務改善が必要な場合に、現状分析、課題把握、改善策の検討と
実施が行われているか

16 業務改善の取組によって具体的な効果があらわれたか

組
織
管
理
体
制

6.4
12 意見・要望の収集方法は適切だったか（十分な意見・要望を集める
ことができたか）

13 利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応している
か

23 事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な安全管
理体制となっているか（人員配置、マニュアル、訓練等）

24 個人情報保護、その他の法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と
管理・監督体制が整備され、適切な運用が為されているか

19 必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置されて
いるか

6.4
18 施設利用者のニーズを踏まえた提案事業・自主事業を実施している
か

（評価の理由）
・乗用カートの更新による機能追加（カーナビでのスコア入力）、一人予約システムの導入、市民向けボーナスポイントプラン開始、
SNSによる情報発信強化やチェックインの際にハンドパス（静脈認証）を導入するなど、利用促進に向けた様々な取組を実施し、効
果を上げている。
・熱中症対策として暑さ指数計（WBGT）の設置やカート事故防止の注意喚起、工事に伴うコースの一部制限、農薬散布など、利用
者への情報提供を積極的に実施している。
・「キャディアンケート」として12,486人から回答、 「市民開放日アンケート」として1,011人から回答を得ており、今後のイベントの検討
材料や改善材料につなげている。
・「情報カード」の活用により、利用者からの施設やレストラン運営に関する指摘などを共有し、きめ細やかに、かつ迅速な対応を
行っている。
・平成29年度に発生したカート接触事故の再発防止策として、カート路の区画線を設置したほか、植木の剪定や、嵩下げによる視
認性の向上に努めている。
・飲食物販事業の充実について、レストランのマンネリ化防止、クイックメニューの開発のほか、テイクアウトドリンクサービスを新たに
実施している。
・自主事業として、乗用カートの更新、割引サービスの拡大やコンペの実施、ジュニア向けレッスンを実施している。
・市民開放日（年4回開催）における防災や健康増進イベント、また自然観察会など、来場者を飽きさせないような企画実施を行って
いる。
・英語表記の案内を作成し、外国人の利用者へのスムーズな案内を実施している。
・新型コロナウイルス感染症の拡大防止策として、発熱等の風邪症状がある場合には、プレーの自粛等の注意喚起や、ハウス内や
カート内に消毒薬を、フロントやレストランにはアクリルボードの設置などを行っている。

着眼点



施設・設備の
保守管理

6 4 4.8

備品管理 2 3 1.2

清掃業務 4 4 3.2

警備業務 4 4 3.2

生態系の保存 4 4 3.2

o

４．総合評価

80.4 評価ランク

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

28 設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適
切に行われているか

6.4

適
正
な
施
設
の
維
持
管
理

・利用者満足度を高い水準で維持しながら、カートの更新、オープンコンペや割引サービスの拡大、レストランのメニュー改善など、さらなる
利用者サービスの向上に努めている。
・台風・積雪による影響で6日間クローズしたが、迅速なコース復旧を行い、利用者サービスの維持及び安全確保に努めている。
・ゴルフ場利用者以外に対しては、年４回の市民開放日を実施し、防災や健康増進、地場産野菜の販売などのイベントを企画実施してい
る。
・生田緑地との連携に関して、生態系保全調査を踏まえた管理を行い、良好な生物多様性に配慮している。

31 生田緑地の生態系に配慮した管理に努めているか

コース管理

評価点合計

27 樹木や植栽を適正に管理しているか。
8 4

30 施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の
未然防止に役立っているか

Ａ

・利用者（セルフを含む。）及び市民開放日来場者全般に対して満足度調査を実施し、意見、要望等を収集、分析することにより、更なる
サービスの向上、業務改善につなげることが必要である。
・収支報告に預り金、租税公課などの項目を追加や、主だった支払いの内訳を追記するなど事業全体の経理状況を明確にする必要があ
る。
・バンカー、ティーグラウンドの管理に対して指摘を受けている為、改善に向けて取り組むことが必要である。
・ゴルフ利用以外の市民を対象とするイベントの拡充や地域との連携、生態系保全など、ＳＤＧｓの観点も含めた生田緑地全体の魅力向上
につながるような利益還元に取り組む必要がある。
・台風被害や新型コロナウイルス感染症の拡大防止を踏まえ、日常の維持管理、施設点検などの安全管理を徹底する必要がある。
・法面などの崩落危険のある箇所や老朽化した施設の適切な安全管理を計画的に取り組む必要がある。

25 安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や
整備等を適切に実施しているか

26 グリーンを適正に管理しているか。

29 施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用
できる環境を維持しているか

（評価の理由）
・日常点検結果を踏まえ、修繕計画を適宜見直すとともに、必要な個所の修繕や市への報告を行っている。
・グリーンを良好に維持し、利用者からの評価を得ている。
・バンカーについては、雨天後の排水やレーキ作業を行い早期復旧に取り組んでいる。
・ティーグラウンドについては、ティーが刺さらないという指摘があるため、人工芝の張り替えを行うなどの取組みを行っている。
・台風による多数の倒木等被害からの復旧作業に迅速に取り組んでいる。
・施設内及び外溝の清掃を適切に行い、利用者の満足度につなげている。
・市民開放日のイベントに警備員を適切に配置し、継続的な安全管理ができている。また、地域の関係機関と連携した防犯パトロー
ルや防火キャンペーンに参加している。
・生態系保全調査を実施し、オオタカやフクロウ、ゲンジボタルなどの生息を確認、また植物（キンランなど）の生育に影響のあるサ
サ刈りを実施するとともに、コース内に小型鳥類向けの巣箱を10箇所設置を行うなど、良好な生育環境の保全に配慮している。
・市民開放日及び夏の夜間に自然観察会を実施した。


